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5/11/2004
S. Ashina＊ ＊＊＊＊＊キリスト教学特殊講義

＜２００４年度・特殊講義予定＞

4/20, 27オリエンテーション なぜ 「宗教と科学」なのか－ －、

インターリュード 問題の中間的なまとめとして （前期）－ －

5/11, 18１．エコロジーの神学の諸問題

5/25, 6/1２．ティリッヒ 生の次元論

6/8, 15, 22３．宗教言語と科学言語

6/29, 7/6, 13４．形而上学の意義

第四章：精神と宗教 （後期）

－ －４－１：精神とは ドイツ観念論とキリスト教思想

４－２：生の次元論と精神 新しい次元の創発性の理論化に向けて－

－ －４－３：社会システム論とパラドックス ルーマン

４－４：カオスと自己組織化

４－５：まとめ

＜導入＞

モルトマンを手がかりに

Wissenschaft und Weisheit.Jürgen Moltmann,
, Chr. Kaiser 2002Zum Gespräch zwischen Naturwissenschaft und Theologie

近代以降の知的世界の分裂状況と現代の環境危機に対して、伝統的な形而上学的

枠組みへ回帰するのではなく、聖書的キリスト的な終末論的地平（未来への開放性、

歴史としての全体性）の再構築を試みる。キリスト教と自然科学の関係を、科学的

知という理論的レベルと科学技術文明のエートスという実践的レベルで考える。

＜インターリュード＞

１．エコロジーの神学の諸問題

１．宗教と科学の関係論にとっての、エコロジー・環境論という問題の意義

実践的意義・動機付け、生産的な関わり合いを論じる重要な場

１－１：リン・ホワイトの問題提起と論争

Lynn White, The historical roots of our ecological crisis 1967 , in: Roger S. Gottlieb ed. ,２． ( ) ( )

, Routledge 1996, pp.184-193This Sacred Earth. religion, nature, environment

One thing is so certain that it seems stupid to verbalize it: both modern technology and modern
( )science are distinctively Occidental. 186

Certainly the forms of our thinking and language have largely ceased to be Christian, but to my
( )eye the substance often remains amazingly akin to that of the past. 189
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Especially in its Western form, Christianity is the most anthropocentric religion the world has
( )seen. 189

Their growth cannot be understood historically apart from distinctive attitudes toward nature
which are deeply grounded in Christian dogma. The fact that most people do not think of these
attitudes as Christian is irrelevant. No new set of basic values has been accepted in our society to
displace those of Christianity. Hence we shall continue to have a worsening ecologic crisis until
we reject the Christian axiom that nature has no reason for existence save to serve man.

( )192-193
Since the roots of our trouble are so largely religious, the remedy must also be essentially

( )religious, whether we call it that or not. 193

１－２．創造物語の「支配」をめぐって

３．支配とは：専制君主的支配と調停的支配、古代イスラエルの反王権思想

人間存在の固有性 → 責任性

神は言われた 「我々にかたどり、我々に似せて、人を造ろう。そして海の魚、空の。

鳥、家畜、地の獣、地を這うものすべてを支配させよう 」神は御自分にかたどって人。

を創造された。神にかたどって創造された。男と女に創造された。神は彼らを祝福して

言われた 「産めよ、増えよ、地に満ちて地を従わせよ。海の魚、空の鳥、地の上を這。

う生き物をすべて支配せよ （創世記 章 ～ 節）。」 1 26 28

イスラエルの長老は全員集まり ラマのサムエルのもとに来て 彼に申し入れた あ、 、 。「

なたは既に年を取られ、息子たちはあなたの道を歩んでいません。今こそ、ほかのすべ

ての国々のように、我々のために裁きを行う王を立ててください 」裁きを行う王を与。

8 4 6えよとの彼らの言い分は、サムエルの目には悪と映った （サムエル記上 章 ～。

節）

ところが、アンモン人の王ナハシュが攻めて来たのを見ると、あなたたちの神、主が

あなたたちの王であるにもかかわらず 『いや、王が我々の上に君臨すべきだ』とわた、

し（サムエル、引用者補足）に要求した （同書 章 節）。 12 12

４．支配とは別の可能性：地の僕（奉仕者）としての人間

人間と他生命との同質性 → 連帯性

また土を耕す人もいなかった。

主なる神は、土（アダマ）の塵で人（アダム）を形づくり、その鼻に命の息を吹き入

れられた。人はこうして生きる者となった。

主なる神は人を連れて来て、エデンの園に住まわせ、人がそこを耕し、守るようにさ

れた。

主なる神は、野のあらゆる獣、空のあらゆる鳥を土で形づくり、人のところへ持って

来て、人がそれぞれをどう呼ぶか見ておられた。人が呼ぶと、それはすべて、生き物の
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名となった （創世記 章 節）。 2 5, 7, 15, 19

わたしは、あなたたちと、そして後に続く子孫と、契約を立てる。あなたたちと共に

いるすべての生き物、またあなたたちと共にいる鳥や家畜や地のすべての獣など、箱舟

9から出たすべてのもののみならず、地のすべての獣と契約を立てる。……（創世記

章 節）9, 10

５．隠喩・モデルと現実認知

創造における人間：地の支配、地の僕 → 終末的完成

狼は小羊と共に宿り／豹は子山羊と共に伏す。子牛は若獅子と共に育ち／小さい子供

がそれらを導く。牛も熊も共に草をはみ／その子らは共に伏し／獅子も牛もひとしく干

し草を食らう。乳飲み子は毒蛇の穴に戯れ／幼子は蝮の巣に手を入れる。わたしの聖な

る山においては／何ものも害を加えず、滅ぼすこともない。水が海を覆っているように

／大地は主を知る知識で満たされる （イザヤ書 章 ～ 節）。 11 6 9

１－３：破壊はどこから？

５．前提としての罪と両義性

破壊のない生はない、文明は常に破壊を伴う、

Paul Tillich,６．

. vol.2, The University Press of Chicago 1957Systematic Theology
estrangement as "Concupiscence"
The quality of all acts in which man affirms himself existentially has two sides, the one in

which he removes his center from the divine center unbelief and the other in which he makes( )

himself the center of himself and his world hubris . The question naturally arises concerning( )

why man is tempted to become centered in hemself. The answer is that it places him in the
position of drawing the whole of his world into himself. It elevates him beyound particularity and
makes him universal on the basis of his particularity. This is the temptation of man in his position

( )between finitude and infinity. 51-52
His "poverty" makes him seek for abundance. This is the root of love in all its forms. The

possibility of reaching unlimited abundance is the temptation of man who is a self and has a
world. The classical name for this desire is concupiscentis "concupiscence" --- the unlimited

( )desire to draw the world of reality into one's self. 52
It is the unlimited character of the strivings for knowledge, sex, and power which makes them

( )symptoms of concupiscence. 53
Freud's "libido" and Nietzsche's "will to power"
Nietzsche tries to overcome this trend by emphatically proclaiming a courage which takes the

negativities of being into itself. In this he is influenced by Stoicism and Protenstantism.
Neither libido in itself nor the will to power in itself is a characteristic of concupiscence. Both

become expressions of concupiscence and estrangement when they are not united with love and
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( )therefore have no definite objects. 55

. vol.3, 1963Systematic Theology
the ambiguites of technical and personal transformation
three ambiguites

freedom - limitation, means - ends, self - thing
( )the result is both creative and destrictive 73

it is also voiced today by our scientists, who are aware of the destructive possibilities into
( )which their creation of scientific knowledge and thechnical tools thrown all mankind. 73

貪欲・むさぼり、欲望の否定かコントロールか

キルケゴール 『死に至る病』

７．近代とは

「しばしばユダヤ－キリスト教的伝統は、自然に対する人間の権力掌握と人間の無節制

な力への意志とに責任があるとされる。すなわち、この伝統が人間による地の支配を規

定している。そのために、この伝統は自然の世界を脱デーモン化し脱神化し、人間の世

界を世俗化したのである。しかしながら、このいわゆる聖書の＜人間中心主義的世界観

＞は、三千年より遙か以前のものであるが、近代の科学－技術文明の発展はヨーロッパ

においてせいぜい 年前に始まったにすぎない。したがって、この発展には、別のよ400
り決定的な要因が存在したのでなければならない 」( [ ] )。 Moltmann 1985 ,S.40

８． 欲望の逸脱と暴走（可能性の現実化）と資本主義的メンタリティー

転倒、伝統的な経済倫理と資本主義的倫理

９．宗教的な経済倫理と環境倫理

再度、別の経済システムの可能性が問題化しつつある。社会主義原理の復権

佐和隆光 『成熟化社会の経済倫理 （岩波書店）』

Cobb, Jr., John B., Christianity, Economics, and Ecology,
in: Dieter T. Hessel and Rosemary Radford Ruether eds. , ,( ) Christianity and Ecology
Harvard University Press 2000, pp.497-511
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